
令和８年度 久地南学区 LМＯ推進協議会 事業計画書 

 

１ 今年度の目標 

・設立 3年度のため、地域での認知度を高める。 

・地域課題のうち、一番深刻な住民間のコミュニケーション不足を解決するため、新たにサロ

ン事業を実施する。 

 

２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 『OMOIYARI』スクール（久地南小学校） (11)事業中(１)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑸ 地域のこども及び子育て世帯への支援に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和８年４月１０日 ～ 令和９年２月１日 

⑵ 実施場所  久地南小学校 

⑶ 参加者数   ６０ 人（見込み） 

⑷ 主催団体  団体名  久地南連合自治会  

４ 取組内容  

久地南の各団体に協力を依頼し、年に 3回、久地南小学校のプール周り、校内の清掃・草取

りをする。 

 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

現在久地南地区では、児童及び先生の数が減少しており、また校内に雑草が増えている状況

にあるため、小学校内の環境整備を行い、児童数の増加に寄与することを目的とする。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

・地域全体の人により小学校を盛り上げ、地域全体の連帯機運を図る。 

・小学校の美化を行うことで、子どもが住みやすい環境の整備につなげる 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 『OMOIYARI』とんど（境原・小野原上・南が丘・魚切） (11)事業中(２)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和９年１月中旬 

⑵ 実施場所  ①恵比須神社前の田んぼ②小野原地区③南が丘団地東側④藤岡宅前 

⑶ 参加者数  ①80人（見込み）②300人（見込み）③300人（見込み）④60人（見込み） 

⑷ 主催団体 団体名 ①境原自治会 ②小野原上自治会 ③南が丘自治会 ④魚切自治会  

４ 取組内容  

・小正月に火祭り行事を行う。 

・しめ縄・書初めなどを燃やし、その煙に乗せて年神様を見送るとともに、無病息災や豊作な

どを祈願する。とんどを主体に餅つき・ぜんざい・豚汁・焼き鳥・飲み物を提供する。 

・ホームページ及び掲示板を活用し周知を図り、自治会に加入していない地区住民に対しても

広報を行う。 

・本事業はＬМＯ推進協議会の中長期計画に基づく地域全体の課題解決のための取組として、

各自治会単位で実施するものであるが、LMO推進協議会において本事業の実施結果を確認し、

本事業における効果や手法等を他の連携団体へ共有し、LMO推進協議会や他の自治会等の今

後の活動に生かす。 

 

 ５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

地域住民の高齢化が進んでいることから、竹林の伐採、お餅(鏡もち)等を焼いて食べ、無病

息災を祈り、多様な世代の住民が参加・交流する場を創出する。 

また、久地南地区は広く、歩行等が不便な高齢者の方がおられることから、4地区に分散し

実施することで子どもから高齢者まで幅広い住民に参加してもらい、行事及び地域の活性化に

つなげる。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

・普段、遠くに住む家族が集まり、懐かしい話で花が咲くことで、住民間の交流が促進され、

つながりが深まる。 

・年一度のとんどは故郷の冬の楽しい行事であることから、地元愛がはぐくまれ、竹立てな

どにより団結力が醸成される。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 『OMOIYARI』瀬戸内防災まつり (11)事業中(３)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和８年５月２４日  

⑵ 実施場所  瀬戸内ニューハイツ自治会館 

⑶ 参加者数   ２００～３００ 人（見込み） 

⑷ 主催団体  団体名  瀬戸内ニューハイツ自治会  

４ 取組内容  

・団地を中心とした地域全体での防災についての訓練 

(AED使用方法・心肺蘇生術・消火訓練等)講習 

・消防団の要請及び消防車内の見学、防災についての講習 

・団地内で災害時の安否確認の方法 

(受付にマップを掲示・各人が避難者と想定し各家にしるしをつける) 

・フリーマーケットの開催   

・小学生向け夏休み工作教室(防災グッズを作る) 

・団地内の障害者施設なども参加し、健常者・障害者・子供・高齢者すべての方たち共に訓練 

し、また学びあい共助の気運を高める。 

 

 ５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

現在、当地では団地の一番上の山崩れが現在もそのまま存在し、ブルーシート張替えを住民

の有志で行っている。そのため近くに住んでいる方たちは不安を抱え、転出者が増加している

傾向にある。 

また、久地南地区は総体的には災害が少なく、災害に対する意識が乏しいことから、防災ま

つりと名を打って、住民の防災意識を向上させ、講習等を通じて災害時の避難場所等を周知す

る。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

 ・災害時における、避難場所や安否確認等を周知することで、防災意識の醸成に寄与する。 

・避難訓練から団地皆さんに集まっていただき顔を覚えて頂き、ともに何かあれば OMOIYARI 

の気持ちで、自助及び共助の精神及び、近隣の助け合いの心をはぐくむ。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 『OMOIYARI』くすの木台コミュニティ祭り (11)事業中(４)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和８年１１月１日 

⑵ 実施場所  久地南集会所 

⑶ 参加者数   ５００ 人（見込み） 

⑷ 主催団体  団体名  くすの木台自治会  

４ 取組内容  

・くすの木台自治会が主催し、久地南学区全員参加型のお祭りを実施する。 

・学区全体の方に参加していただき、お互いの親睦により、キーワードのおもいやりを広め        

 て安全で住みやすい地域を作っていく。 

・各地区の団体より食事・射的・バザー等を出店し、地域住民のコミュニケーションを図る。 

・LMO事業としては、神楽を実施する。 

 

 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

地域住民の高齢化が進む中、多様な世代の住民が参加・交流する住民主体のお店を出店す 

るコミュニティ祭りを開催し、子どもから高齢者まで幅広い住民の参加による行事の活性化

につなげる。また、孤独感を少しでも解消し、様々な世代の住民同士が交流し顔の見えるま

ちづくりを目的とする。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

行事への参加を通して住民間のつながりが深まり、久地南学区全員で『おもいやり』につ

いて考え行動し、団地内の課題や解決方法について考えるきっかけとなり、安全・安心なま

ちづくりが見込まれる。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 『OMOIYARI』児童見守り・交通安全の実施 (11)事業中(５)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑸ 地域のこども及び子育て世帯への支援に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和８年４月１日 ～ 令和９年３月３１日 

⑵ 実施場所  久地南学区 交差点３ヵ所 

⑶ 参加者数   ３５０ 人（見込み） 

⑷ 主催団体  団体名  久地南地区防犯組合  

４ 取組内容  

年間を通じて、小学生の登下校時に、地域の皆様による交差点３ヵ所以上での交通安全の旗

振りを行う。 

 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

PTA解散に伴い、地域活動の担い手が不足する中、地域の各団体が交通安全の旗振りを地域

内の住民有志の協力を得ながら実施し、久地南学区の交通安全・犯罪防止を図る。   

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

・交通安全の旗振りを通じて、交通安全の減少、犯罪の防止及び抑止につながり、明るく心

安全なまちづくりの実現に寄与する。 

・子ども達は感謝の心・大人は地域貢献の心を育む。 

・地域団体等が連携して取組を進めることで、団体間の連携が深まるとともに、団体同士の

理解が進むことで、各種団体の新たな担い手確保にもつながる。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 『OMOIYARI』久地南学区サロン活動 (11)事業中(６)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和８年４月１日 ～ 令和９年３月３１日 

⑵ 実施場所  久地南学区全域及び久地南集会所 

⑶ 参加者数   ２００ 人（見込み）（１０～２０人/１サロン（１６サロン）） 

⑷ 主催団体  団体名  久地南地区社会福祉協議会  

４ 取組内容  

・現在実施中のサロン活動に対してエアコン代等を補助してサロン活動を拡大・継続し、久地

南地域の活性化を行う。 

・久地南地区の『OMOIYARI＝ありがとう』の絆を強くして『みんなで助け合う久地南』を実現

した地域づくりをする。 

・次世代を担う人材の発掘および育成を行う(サロン活動を通じて人を知る)。 

 

 ５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

地域住民の高齢化が進む中、サロンは身近な居場所として欠かせないものである。気軽に参

加してもらうため、少しでも負担を減らし参加継続を図り、新しい人に参加してもらうことを

目的とする。また、サロン活動で健康長寿を達成する。認知症ゼロを目指す。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

・サロンへの参加を通して住民間のつながりが深まり、地域の一体感が醸成されることで、

みんなが気にかけあい、助け合うまちづくりが進む。 

・これまでに参加したことのない人にも気軽にサロンに参加してもらうことができる。  

・健康寿命を延ばすことで、フレイル予防、また医療費の削減も大きな効果が期待できる。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 『OMOIYARI』ネット（一人暮らしの高齢者見守り活動） (11)事業中(７)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑹ 地域の高齢者、障害者等への支援に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和８年４月１日 ～ 令和９年３月３１日 

⑵ 実施場所  久地南学区全領域 

⑶ 参加者数   ６０ 人（見込み） 

⑷ 主催団体  団体名  久地南地区社会福祉協議会  

４ 取組内容  

・一人暮らしの後期高齢者(75歳以上)の『さりげない見守り』を実施する。 

（新聞が溜まっていないか、洗濯物が溜まっていないか、電灯がついているか等） 

・新聞販売店及び郵便局とも協定を結び協力をお願いする。 

・気になる人、気づきがあった場合には、清和・日浦包括支援センターにもサポートをお願 

いする。 

 

 ５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

地域住民の高齢化が進む中、一人暮らしの方が増えている。また地域の中での孤独死が起こ

っている現状がある。そうしたなか、お互いが気にかけ、声をかけあうことで、ひとり暮らし

の後期高齢者の孤独死をできるだけ軽減し、みんなで助け合うことが当たり前にできる地域風

土を醸成することを目的とする。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

・『OMOIYARI』みんなで助け合う久地南になれば「住み続けたい久地南」が実現し、空き家 

対策にも貢献できる。 

・様々な人が協力し合うことで、団体間の連携につながる。 

・自治会と共にこうした取組を広げていくことで、若い世代に自治会に加入することで得ら

れる「安心感」を知ってもらうことができ、自治会加入の利点の周知に寄与する。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 『OMOIYARI』グラウンドゴルフ大会 (11)事業中(８)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和８年６月２１日  

⑵ 実施場所  久地南小学校 グラウンド 

⑶ 参加者数   ６０ 人（見込み） 

⑷ 主催団体  団体名  久地南学区体育協会  

３ 取組内容  

・小学生も含めて、幅広い年齢層の参加を募集する。 

・SNSやポスター等で広域的に参加を求める。  

・グラウンドゴルフを通じて、地域住民と子ども達とのコミュニケーションの場を設ける。 

 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

年齢・性別を問わない多様な世代の地域住民の親睦を図ることで、より幅広い住民の参加に

よる明るいまちづくりを考える。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

・スポーツを通じ地域住民のふれあいにより連帯感を向上させることで、思いやりの心に 

あふれた明るいまちづくりの実現に寄与する。 

・グラウンドゴルフ部員(体協・心和会)の獲得を図り、担い手の確保につなげる。 

 ・多様な世代の参加・交流により、地域住民の健康増進及び、高齢者や子ども達の見守り等

に対する意識を高める。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 『OMOIYARI』ペタンク大会 (11)事業中(９)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和８年１０月２５日  

⑵ 実施場所  久地南小学校 

⑶ 参加者数   ５０ 人（見込み） 

⑷ 主催団体  団体名  久地南学区体育協会  

４ 取組内容  

小学生から高齢者までを対象とし、ルール説明後、3名 1組（組合せは当日抽選）で数試合

行う。ペタンクの初心者が多いため、グループ内でやり方等を教え合いながら実施する。 

ペタンクは校庭や体育館で出来る競技なので皆さん体験して頂き、これから久地南の子供達

と地域住民でコミュニケーションを図ることが目的として、広く広めたい。 

 

 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

多様な世代の住民が参加しやすく、声掛けや助け合いを必要とする。ペタンク競技を通じて、

お互い様の意識の向上を図り、より幅広い住民の参加による行事の活性化につなげ、明るいま

ちづくりを考える。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

・ペタンク競技を通じて知り合えることで、学区内で会った時にお互いに挨拶をする、おも

いやりの心に溢れた明るいまちづくりの実現に寄与する。 

・大人と子供が世代を超えて運動しながら交流を図ることで、地域住民の健康増進につなが

ることが期待できる。また、久地南学区の自然を愛する心をはぐくむことが出来る。 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 『OMOIYARI』夏祭り (11)事業中(10)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑸ 地域のこども及び子育て世帯への支援に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和８年７月２５日  

⑵ 実施場所  くすの木台自治会館 

⑶ 参加者数   ３００ 人（見込み） 

⑷ 主催団体  団体名  おやじの会  

４ 取組内容  

久地南学区全体の祭りで、夏休み期間中に実施し子供の思い出、大人とのふれあいの場づく

りを行い、久地南全体のコミュニケーションを図る。 

 

 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

地域住民の高齢化が進む中、多様な世代の住民が参加・交流する夏祭り（遊びと祭り）を通

じて、お互い様の意識と思い出の向上を図り、明るい街づくりを考える。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

・遊びと祭りを通じて知り合いとなることで、学区内で会った時にお互いに挨拶をする、お

もいやりの心に溢れた明るいまちづくりの実現に寄与する。 

・高齢者と子ども世代が祭りをしながら交流を図ることで、地域住民の思い出になるととも

に、地域内におけるお互い様の意識を高めることが期待できる。 

・子ども達の思い出に残る行事を行うことで、郷土への愛着醸成にも寄与することができる。 

 

 

 



２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 『OMOIYARI』音楽会 (11)事業中(11)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑸ 地域のこども及び子育て世帯への支援に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和８年１０月３１日  

⑵ 実施場所  久地南小学校体育館 

⑶ 参加者数   ４００ 人（見込み） 

⑷ 主催団体  団体名  久地南学区 LMO推進協議会  

４ 取組内容  

・『OMOIYARI』のことばをより具体的にするために『ありがとう』という言葉で考える。 

・『ありがとう』についてみんなで考え、感謝の気持ちをみんなで考える。 

・久地南小学校と共に、小学生やその家族、地域住民を対象とした「OMOIYARI 音楽会」を開

催し、『ありがとう』の意識向上の為、参加者全員で『OMOIYARI』の歌を歌う。 

・おもいやりについて考えることで子ども達の「豊かな人間性」の育成をする。 

・「おもいやりの心」を育むことで、久地南地域全体におもいやりの心を広げ、久地南を『あ

りがとう』が溢れる地域にする。 

 
５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

・子供たちの「豊かな人間性」を育成する。 

・『OMOIYARI』＝『ありがとう』の心を育みみんなで助け合う久地南を目指し『ありがとう』

が溢れる地域にする。   

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

・高齢者(65歳以上)が半数を占める久地南学区において参加者全体で「おもいやり」につい

て考え、思いやりの行動について理解・共有し、『みんなで助け合う久地南』を醸成する。 

・『ありがとう』が溢れ、住み続けたいまちづくりを実現する。 

・小学校等との連携を強化することで、地域内での連携・協力体制を強固にするとともに、

子どもや親世代に LMO推進協議会を知ってもらい、地域活動への参加意識の醸成につなが

る。 

 

 

 

 

３ 自主財源で実施する事業 

  特になし 

 

 


